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１．研究の背景と目的
2008（平成20）年改訂の学習指導要領により，2011
（平成23）年度から「外国語活動」が小学校高学年で必
修化された。外国語活動の指導者について，学習指導要
領では以下のように述べられている。
指導計画の作成や授業の実施については，学級担任の
教師又は外国語活動を担当する教師が行うこととし，
授業の実施に当たっては，ネイティブ・スピーカーの活
用に努めるとともに，地域の実態に応じて，外国語に
堪能な地域の人々の協力を得るなど，指導体制を充実す
ること。
　　　　（『学習指導要領解説外国語活動編』
 「３指導計画の作成と内容の取扱い」−（5））
前学習指導要領下の「総合的な学習の時間」における「英
語活動」では「外国語指導助手」（以下 ALT）を中心に授
業が行われることが多かった。この改訂により「外国語
活動」は「学級担任」を中心に行うことが示された。2014
（平成26）年度に行われた「小学校外国語活動実施状況
調査」（文部科学省）によれば，主に外国語活動を指導し
ている者として「学級担任」が73.5％と報告されている。
学級担任以外では，「外国語活動を専門に指導する小学校
教員（専科指導教員）」が5.1％，「中学校や高等学校の英
語教員」が0.9％である。「その他」が17.4％となってい
るが，これは主にALTではないかと推察される。学級担
任が ALT とティーム・ティーチング（以下 TT）で行う
授業の割合が増えてきており，学習指導要領で示された
「ネイティブ・スピーカーの活用」が進んでいる。しかし
学級担任が英語力に自信がないこと等により，効果的な
TTとは言えない授業例も報告されている［1］。英語力に自
信がないため，授業がALT任せになる現状もあるようで
ある。同調査では小学校教員の外国語活動に対する意識
として，「自信を持って指導している」については「そう
思う」と「まあそう思う」の回答が34.6％，「英語が苦
手である」については67.3％であった。さらに今後の課
題として小学校教員の51.7％が「教員の指導力」を挙げ
ている［2］。これらの課題を改善するためには，教員の英
語力を高めることが必要であると思われる。
2020（平成32）年度から小学校高学年で英語が教科
となり，小学校中学年で外国語活動が行われることが決
定している。小学校教員養成に関わる大学においては，
それらの指導ができる人材の養成が急務である。小学校
教員を目指す学生は，「外国語活動の授業は学級担任中心
で行う」という意識を持ち，大学在学中に外国語活動，
さらには必修化される「外国語（英語）」を担当できる力
を身につける必要がある。
小学校教員を志望する学生を対象としたアンケート調
査は，小学校教員や保護者を対象としたアンケート調査
に比べると，規模も小さく，数もまだそう多くはない。
田中ら（2013）や名畑目（2014）は，学生へのアンケー
ト調査から望ましい教員養成のあり方を探る研究である
が，前者は外語大における調査である点で特殊である。
外語大の児童英語教員養成課程の学生は，履修要件に英
検２級かTOEIC550点以上が課され，修了要件に英検準
１級かTOEIC730点が課されるほどの英語力を持ってお
り，基本的に英語が好きな，得意な学生である。今回ア
ンケート調査の対象とした教育学部の学生とは，性質が
大きく異なると思われる。教育学部で初等教育を専攻し，
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2 木　原　美樹子
小学校教員を目指す学生の中に，英語を得意とする学生
はそう多くはない。名畑目（2014）は本研究と同様，初
等教育を専攻する大学１年生を対象としたアンケートに
基づく研究である。英語活動（外国語活動）に関する学
生の意識調査を行い，学生の英語力の把握に，熟達度テ
ストを行うことで英検３級から準２級程度と推察するな
どした点も優れている。しかし，アンケート協力者の数
が40名と少ない。また，本研究に取り入れた，学生たち
の小学校以前の英語学習，海外経験を含めたこれまでの
英語との関わり，英語そのものや異文化に関する意識に
ついてはあまり考慮されていない。
本稿では，教育学部に在籍し，小学校教員を目指す学
生が，将来外国語活動を担当する際に影響すると思われ
る，英語や異文化に関する意識を中心にアンケート調査
を行った。大学の教職課程における学生の指導を考える
上で，学生たちがこれまでどのように英語と関わり，英
語や異文化に関してどのような意識を持っているのかを
知ることは重要であると思われる。その結果と考察を，
今後の指導にも役立てたいと考える。
２．調査方法
2016（平成28）年７月に，教育学部１年次に在籍す
る大学生にアンケート調査を行った。ここで考察の対象
とするデータは，その中でも明確に小学校教員になりた
いと回答した学生100名のものである。この学生たちが
小学生当時，どのような英語教育が行われていたのか。
公立小学校では2002（平成14）年度から「総合的な学
習の時間」の中で「英語活動」が行われるようになり，
2007（平成19）年には97％の小学校で年10回程度の英
語活動が実施されていた。2011（平成23）年度から小
学校高学年において年間35時間の外国語活動が必修とな
り，文部科学省作成の『英語ノート』やデジタル教材を
用いた指導が行われるようになった。対象学生は学習指
導要領全面実施に向けた移行期の2009（平成21）年度
に小学校第６学年に在籍していた学生が大半である［3］。
アンケート回答者は，選択必修の英語教養科目の受講
者であり，かつ小学校教員を志している学生である。当
該授業では，テキストとして，小学校や幼稚園での英語
教育場面で使える実践的な英語力育成を目指した ESP
（EnglishforSpecificPurpose）教材を使用した。そして
２年次後期に開講される，小学校英語の教授法に関わる
授業につながるよう配慮した。平成27年度からこの英語
教養科目の履修者には TOEICIP 試験の受験を課してい
る［4］。TOEICIP 試験の受験は，英語力向上のために導入
したもので，単位取得のために各英語科目を履修するだ
けでなく，継続的に英語の学習を続けてほしいと考えて
のことである［5］。ESP 教材を使ったこの授業により，学
生は外国語活動における授業場面や小学校教員の役割に
ついてのイメージをある程度持つことができ，卒業まで
に英語力を高める必要性を感じたようである。
アンケートは，Ⅰ．早期英語教育に関する経験と意識，
Ⅱ．中学生から現在（大学１年前期）までの英語や異文
化に関する経験と意識，Ⅲ．外国語活動に関する意識に
ついて尋ねる項目からなる。Ⅲには，名畑目（2014）か
ら３項目を取り入れた。各項目では，程度を尋ねるもの
については５段階（１：全くそう思わない，２：そう思
わない，３：どちらとも言えない，４：そう思う，５：
とてもそう思う）で該当する番号を選択するようにし，
具体的な経験，考えや理由の記述が必要な箇所では，自
由記述欄に記入する形をとった。
３．結果と考察
アンケートに回答した105名のうち，小学校教員にな
る意志が明確な学生100名の回答を集計した。Ⅰではま
ず，小学校以前の英語学習について質問した。小学生の
時に英語の授業が「あった」と回答した学生がほとんど
であった［6］。小学生の時やそれ以前に，学校以外で英語
の学習経験があった学生は38名であり，それほど多くな
い。どのように英語を学習したか（複数選択可）につい
ては，英会話教室が17名で，幼稚園や保育園での英語教
室，学習塾，家庭で英語教材を使って，がそれぞれ10名
程度であった。
中学校入学前の早期英語教育の必要性に関しては，「そ
う思う」「とてもそう思う」と回答した学生は76名であっ
た。理由としては「言語習得にはできるだけ早くから取
り組んだ方が身につきやすい／苦手意識を持たずに済む」
「スムーズに中学の英語学習に入れる」等が多く見られ
た。「自分が中学校の最初の英語の授業でつまづいたた
め」「中学入学前に勉強したことが役に立っている」等，
自分の経験による理由を回答した学生もいた。逆に「全
くそう思わない」「そう思わない」と答えた学生11名の
半数は，理由として「国語（日本語）を優先すべきであ
る」を挙げていた。教職課程において学生たちは授業実
践・方法ばかりに目が行きがちであるが，第２言語習得
［３］中学校第１学年に在籍していた学生も含まれる。
［４］TOEICIP 試験の受験は，１年次開講の英語の選択必修科目と２年次開講の英語の免許必修科目に課している。４つの科目を全て履修
すれば，２年間で４回の TOEICIP 試験を受験することになる。
［５］学生の取り組みに個人差はあるが，英語学習の意識付けとして導入した効果はあったと思われる。
［６］３名が「なかった」と答えたのは，全面実施前であったためではないかと思われる。
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に関する基礎的な知識も，授業の中で取り上げ考察する
必要がある。
Ⅱでは，中学生から現在までの英語や異文化に関する
経験と意識について尋ねた。学生がこれまでに受験した
英語の資格試験については，「受けたことがある」と答え
た64名のうち58名は実用英語技能検定（英検）で，２級
取得者が５名，準２級が22名，３級が20名４・５級が６
名であった［7］。福岡県の小学校教員採用試験は，2017
（平成29）年度採用分から変更され，第二次試験の「英
会話実技」の内容が「＜簡単な日常会話程度＞から＜英
検２級程度＞に変更」（「福岡県公立学校教員採用候補者
選考試験実施要項」）となった。また，実用英語技能検定
２級合格者やTOEIC550点以上取得者は，「英会話実技」
試験の免除対象になるとのことである［8］。教育委員会か
ら小学校教員として必要とされる英語力の指針が示され
たことにより，学生たちの英語力向上への意識は高まっ
ており，資格取得を目指す学生が増えてきている。大学
として，学内で実施される資格試験の受験を勧めており，
大学在学中できれば採用試験出願時までに，上記の資格
を取得するよう指導しているところである。
次に，これまでの海外経験（今年度の渡航予定を含む）
を尋ねた。海外に行ったことがある，今年度の海外渡航
が決まっている学生が計30名おり，行き先が英語圏（シ
ンガポールを含む）の学生が25名であった。修学旅行で
東南アジアに行った学生が一番多く見られ，シンガポー
ル・マレーシアの４日間程度の経験が一番多かった。目
的は他にホームステイ，研修，家族旅行と様々であり，
期間は１週間から２週間程度が16名いた。小学校での外
国語活動において，異文化理解は大きな柱である。指導
者に海外経験があることは大きな強みとなると考えられ
る。これまで海外を経験した学生は，３割にも満たない。
大学生の間に是非経験してほしいものである。これにつ
いては，「ｇ．海外に語学研修やホームステイに行きた
い」と「ｈ．海外留学がしたい」の結果（表２）と合わ
せて後述する。
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表１　「英語が得意ですか」
苦手である やや苦手である どちらとも言えない やや得意である 得意である
38名 24名 23名 14名 1名
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経済的な援助が望まれる。現在大学で実施している４つ
の海外研修について実施方法等を検討中で，学生の経済
的負担を減らせるよう，大学として外部資金を獲得する
取り組みを行っている。教育学部の学生には，教員免許
の単位取得や教育実習等により，長期の留学は難しい環
境にある。少なくとも短期の海外研修等に参加し，異文
化体験ができるような支援が必要である。学生たちには，
文部科学省等の留学支援プログラムに，積極的に応募す
るよう呼びかけており，応募し採用される学生も増えて
きている。今後も留学の機会を広げるため，指導を継続
して行う必要がある。
ｆ〜ｈ「外国の友達」「語学研修」「海外留学」の回答
に比べて，「ｉ．英語を音読するのが好き」「ｊ．英語を
話すのが好き」の平均値が低い。後述する，英語の発音
に対する自信のなさとつながっていると思われる。「ｎ．
英語学習において，仲間同士での学び合いが好き」の値
が高いことは，ｆ〜ｈの回答結果と関連していると考え
られる。つまり異文化を受け入れる，外向きの傾向があ
り，ペア・グループワークを嫌がらない学生が多い。こ
れらは比較的アクティブな学生が多いことを示す結果で
ある［10］。以上のような学生の資質から判断して，英語学
習において，アクティブ・ラーニングを効果的に使用す
ることが可能である。
Ⅲでは，外国語活動に関する意識として，その必要性
や担当するにあたっての不安について尋ねた。結果は表
３の通りである。
外国語活動が児童にとって必要であるかについては，
肯定的な回答結果であった。外国語活動を担当すること
に対する不安については，「不安はない」という項目に対
して，「１：全くそう思わない」「２：そう思わない」を
選択した学生が計51名で約半数が不安と答えた結果，平
均2.41となった。不安である理由としては，「自分自身
が苦手意識を持っているため」「自分の英語力が不足して
いるため」と記述していた学生が多かった。特に発音に
自信がないこと，ALTとコミュニケーションがうまく取
れるかに言及していた学生が，それぞれ５名いた。在学
中に少しでも苦手意識を減らすこと，そのためには英語
力をあげることが不可欠である。
このアンケートは１年次の前期終了時に行ったもので
あり，「外国語活動」の授業そのものをどのように進めた
ら良いかという不安も見られた。不安に感じる学生が多
い一方で，「外国語活動を担当することが楽しみ」につい
ては，全体としては平均が2.94という結果となったが，
「楽しみ」という学生が23名いた。その理由としては，
「英語が好きだから」が多く，「子どもたちと楽しく学び
たい」，「教材作りが楽しそう」，「自分が楽しかった記憶
がある」，などがあった。前の質問で不安に感じている学
生の中にも，楽しみと答えた学生が５名含まれていた。
その中には「英語を使う自信はないが英語自体は好きだ
から」「子どもたちと一緒に楽しみながら英語を学びた
い」と答えていた学生もいた。外国語活動を担当するこ
とが楽しみという学生は，英語が好きと回答している学
生であった。「英語が好き」であることは，学ぶ児童だけ
でなく，教える教員側にも重要なことである。
次に「外国語活動」を担当する上で，教員に必要と思
われる英語の力について尋ねた。「語彙」「発音」「文法」
「聞く」「話す」「読む」「書く」の７つの中から，特に必
要性が高いと考えられるものを順番に３つ挙げた結果が
表４である。予想通り，「５．話す」が圧倒的に多いが，
２番目に必要性が高いと考えているのが「２．発音」で
あった。１番必要な英語の力としては「５．話す」が全
［10］「ｏ．人前でのパフォーマンスが好き」の平均値は低いように見えるが，これは他大学の学生と比較してみる必要がある。
表２　英語や異文化に関する意識 表３　外国語活動に関する意識
（１：全くそう思わない，２：そう思わない，
 ３：どちらとも言えない，４：そう思う，５：とてもそう思う）
設　　問 M SD
ａ．英語が好きである。 3.09 1.31
ｂ．映画は邦画より洋画が好きである。 2.82 1.17
ｃ．映画は吹き替えより日本語字幕で見たい。 3.31 1.27
ｄ．英語の歌を聴くのが好きである。 3.87 1.04
ｅ．世界のニュースに興味がある。 3.33 1.10
ｆ．外国の人と友達になりたい。 3.78 1.12
ｇ．海外に語学研修やホームステイに行きたい。 3.55 1.22
ｈ．海外留学がしたい。 3.37 1.28
ｉ．英語を音読するのが好きである。 2.78 1.14
ｊ．英語を話すのが好きである。 2.90 1.06
ｋ．外国の人と話すのが好きである。 3.04 1.13
ｌ．小・中・高でALTの先生と英語で会話するのが好き
だった。 3.07 1.21
ｍ．学内の「語学カフェ」や「ぐろーばる広場」を利用
してみたい。 2.86 1.11
ｎ．英語学習において，仲間同士での学び合い（ペア
ワークやグループワーク）が好きである。 3.47 0.99
ｏ．人前でパフォーマンス（歌・ダンス・劇・スピーチ
等）をするのが好きである。 2.74 1.13
M SD
外国語活動は児童にとって必要であると思う。 4.04 0.98
外国語活動を担当することに不安はない。 2.41 1.12
外国語活動を担当することが楽しみである。 2.94 1.00
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 ３：どちらとも言えない，４：そう思う，５：とてもそう思う）
設　　問 M SD
ａ．英語が好きである。 3.09 1.31
ｂ．映画は邦画より洋画が好きである。 2.82 1.17
ｃ．映画は吹き替えより日本語字幕で見たい。 3.31 1.27
ｄ．英語の歌を聴くのが好きである。 3.87 1.04
ｅ．世界のニュースに興味がある。 3.33 1.10
ｆ．外国の人と友達になりたい。 3.78 1.12
ｇ．海外に語学研修やホームステイに行きたい。 3.55 1.22
ｈ．海外留学がしたい。 3.37 1.28
ｉ．英語を音読するのが好きである。 2.78 1.14
ｊ．英語を話すのが好きである。 2.90 1.06
ｋ．外国の人と話すのが好きである。 3.04 1.13
ｌ．小・中・高でALTの先生と英語で会話するのが好き
だった。 3.07 1.21
ｍ．学内の「語学カフェ」や「ぐろーばる広場」を利用
してみたい。 2.86 1.11
ｎ．英語学習において，仲間同士での学び合い（ペア
ワークやグループワーク）が好きである。 3.47 0.99
ｏ．人前でパフォーマンス（歌・ダンス・劇・スピーチ
等）をするのが好きである。 2.74 1.13
M SD
外国語活動は児童にとって必要であると思う。 4.04 0.98
外国語活動を担当することに不安はない。 2.41 1.12
外国語活動を担当することが楽しみである。 2.94 1.00
 5小学校教員を目指す学生の英語に関する意識と今後の課題　−外国語活動を担当するにあたって−
体の約半数，「２．発音」が全体の２割程度となってい
る。
さらに上の７つの項目に関連させ，「将来，小学校で外
国語活動を担当するために，今の自分に必要だと思いま
すか」を５段階評価で尋ねた。結果は，表５に示す通り
である。「ｂ．英語の発音練習をする」「ｅ．英語で会話
をする」「ａ．英単語を覚える」の順に必要性が高い結果
となった。「発音練習」が一番に挙がったことは，外国語
活動を担当するにあたって不安と感じる理由に挙げられ
ていた，発音に自信がないことにつながる結果である。
名畑目（2014）等でも学生たちが「発音を含む教員のス
ピーキング力が肝要である」と考える傾向が指摘されて
おり，同様の結果と言える。外国語活動が必修化される
にあたり，担任教師は発音が下手でも，児童の前で一生
懸命英語を話す姿を見せればよいと言われてきた。英語
を教える準備のできていない小学校教員に対する配慮で
あったと思われるが，現在も同様の主張をよく目にする。
以下は町田（2015:55）からの抜粋である。
加えて最近では，WorldEnglishesという考え方が広く
受け入れられています。これは，アメリカ人やイギリ
ス人が話す英語だけが「英語」ではなく，世界中の人
たちが使うようないろいろなアクセントの英語や文化
的に多様性のある英語も，コミュニケーションを行う
上では立派な「英語」だということです。私はよく研
修会で「秋田なまりの英語でも大丈夫ですよ」と先生
方に言っています。つまり，英語の発音が苦手だから
と尻込みするのではなく，多少なまりのある英語だっ
たとしても，ALTと積極的に英語で話す様子を子供た
ちに見せることによって，日本人としてどのように英
語を使うのかというロールモデルを示すことができる
のです。
担任は英語の発音モデルではなく，英語を使おうとする
モデルであるという面は確かにある。町田（2015）は，
発音に自信のない小学校教員が，担任としての強みを生
かして外国語活動に関わるように促しているのだが，小
学校教員は通じるレベルの英語を話す努力をする必要が
あると思われる。自分の発音は下手だと感じている日本
人の英語が町田の言う「多少なまりのある英語」と呼べ
るものなのか。それは英語と呼べないものかもしれない。
先日，短期留学から帰国した学生が訪ねてきて，留学中
に英語が通じなかった経験を話してくれた。英語で「塩」
と言いたくて，「ソルト」と何度か言ってみたが通じなく
て困ったとがっかりしていた。日本語には英語由来のカ
タカナ語が溢れていて，それを利用することができるが，
そのままカタカナ発音で言うと伝わらないことがある。
おそらくその学生の発した音は [soruto] と聞こえたので
はないか。[soruto] と “salt[sɔːlt]” は違う。日本語と英語
の違いに気をつけて，英語らしく発音する努力をすれば，
コミュニケーションがスムーズになる。通じる英語の発
音についての訓練は必要である。英語らしい発音ができ
ることは，話す自信にもつながるもので，特に音声を聞
く活動を重視する小学校の外国語活動においては重要で
ある。小学校教員を目指す学生たちに英語の発音は下手
でも構わないという教育をするよりも，英語らしく発音
する訓練をするべきである。少しでも発音に自信をつけ
ることが，苦手意識の解消，英語を教えることに対する
不安の解消につながり，良い結果をもたらすと思われる。
４．結び
本稿では，小学校教員を目指している大学１年生100
名に対して，早期英語教育に関する意識，これまでの学
生自身の英語や外国との関わり，英語や外国語活動に関
する意識について行ったアンケート調査をもとに，考察
を進めた。
学生たちの海外経験は意外に少ない。小学校外国語活
表４　外国語活動を担当する上で，教員に
必要と思われる英語の力
（回答者99名）
１番 ２番 ３番 計
１．語彙 13 9 17 39
２．発音 21 24 19 64
３．文法 5 12 10 27
４．聞く 9 19 18 46
５．話す 48 25 13 86
６．読む 2 8 10 20
７．書く 1 2 12 15
表５　将来，小学校で外国語活動を担当するために，
今の自分に必要なこと
（１：全くそう思わない，２：そう思わない，
 ３：どちらとも言えない，４：そう思う，５：とてもそう思う）
M SD
ａ．英単語を覚える 4.58 0.64
ｂ．英語の発音練習をする 4.69 0.58
ｃ．英文法を学ぶ 4.49 0.72
ｄ．英語を聞く 4.57 0.69
ｅ．英語で会話をする 4.61 0.67
ｆ．英語の文章を読む 4.33 0.80
ｇ．英語を書く 4.43 0.73
ｈ．英語の資格試験（英検や TOEIC 等）の勉強をする 4.19 1.04
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動において異文化理解は重要である。外国の人と友達に
なりたい，語学研修・留学をしたい等，異文化に触れる
体験をしたいという気持ちを持っているので，実現でき
るよう大学としてサポートする必要がある。英語が苦手
と感じている学生が６割もおり，苦手意識の解消は大き
な課題である。小学校では英語が教科となることが決まっ
ている。小学校の先生は英語が苦手，発音が下手でも，
英語学習者として頑張る姿勢を子どもたちに見せればよ
いと言われてきた。しかし，学生たちが外国語活動を教
えるにあたっての不安は，英語が苦手であることや発音
が下手であることからきている。苦手意識の克服が，英
語を教える不安を解消する。もちろん外国語活動の指導
には，指導法の習得，教材研究等が不可欠であるが，英
語らしい発音ができることは，英語を話す自信，そして
英語を教える自信につながるものである。
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